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先日はお忙しい中、学校公開にお越しいただき、ありがとうございまし

た。参観していただいた通り、一人一台のタブレットも学校現場に浸透し

てきており、ICT 機器を上手に活用できる子どもたちが増えてきました。 

 

今、世の中を見渡すと１０年前には考えられなかったような技術が、そ

こかしこにあふれかえっています。わからないことがあったとき、インタ

ーネットで調べることは当たり前、AI に尋ねることで、的確な文章で答えてくれたりします。

正直なところ、「人間では太刀打ちできないレベル」だと思います。 

今年度、高ヶ坂小学校では、内容を算数に絞って校内研究を進めていますが、小学校で一生懸

命に練習する四則計算（たし算、ひき算、かけ算、わり算）の筆算、子どもたちが大人になった

ときに使うことがあるでしょうか。携帯電話、スマートフォンに電卓機能が付いてから、すでに

筆算をする大人を見ることはなくなりました。そんな時代に、なぜ筆算を教える必要があるので

しょうか。きっと、子どもたちもそう思うことがあるかもしれません。 

詳しくは述べませんが筆算で答えが出せるのは、そこに数の原理があるからです。つまり、大

切なことは教え込まれて「計算できる」ことではなく、子どもたち自身が数の決まりを見付け出

し、「なるほど！だから答えが出せるのだ。」と気付くことなのです。そこには、算数の面白さや、

数の不思議さ、美しさがあります。計算機で答えが出せる時代になっても、やはり子どもたちに

触れさせたい一つの文化です。（わり算の筆算などは国によって方法が違い、比べてみるととて

も興味深いものです。） 

 

また、私は、計算練習を宿題で出すときには、「時間を計って書いておきなさ

い。」と伝えていました。それは、自分の伸びを知ることができるからです。「昨

日より、スムーズにできた。」「タイムが縮まった。」そんな自覚が意欲につなが

ると信じて。もちろん、どんなに、計算練習を重ねても電卓にはかないません。

「計算のスピードって必要ですか？」と聞かれたら、必要ではないのかもしれ

ません。でも、人間がどんなに走っても、自動車にはかないませんが、オリンピックでコンマ何

秒を縮めるのに全力を尽くすことができるところが人間の人間らしいところだとも思うのです。 

全ての分野でテクノロジーはどんどん進化していきます。もちろん、便利なものをどんどん使

っていくことに賛成です。ただ、人が人生を楽しいと感じるにはあえて自分でやってみることが

必要だと思います。また、人が自分を磨こうとしたときには、手間をかけて自分の成長を実感す

る機会が必要だと思うのです。今、教育を担う学校はそのバランスを考えなくてはいけない時代

にあると感じています。ぜひ、保護者の皆さんにも一緒に考えていただきたいと思っています。 
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・白線を意識して歩こう。 ・話をせず、静かに歩こう。 

１０月の生活目標は、「ろうかは右側を歩こう」です。校庭へ行く時や教室へ戻るとき、

また係の仕事で校舎内を移動するときは、急がず落ち着いて廊下の右側を歩くように学校で

は指導をしています。これは校内でのけがや事故を防ぎ、子どもたちが落ち着いて学校生活

を送るための大切な約束です。ご家庭でも、ルールを守って落ち着いて行動することの大切

さを伝えてください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 


